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Abstract
The authors recorded digital videos of eight one-to-one interactions between nursery 
teachers and infants who were in the process of being weaned, and analyzed the movements of 
the infants and the teachers, paying attention especially to verbal and physical adjustments made 
by the two nursery teachers and four infants involved in this case study. The infants were in the 
early stage of mastering self-feeding to eat.
The two teachers showed sympathy for the infants, and invited and encouraged them to eat. 
Two contrasting ways of helping the infants were noted: making verbal adjustments centered on 
helping them eat, and making physical adjustments centered on the infants’ eating behavior. The 
authors assume that the latter might lead to better results for teachers if the teachers 
synchronize their bodily movements with those of the infants.
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1．問題と目的
離乳食を提供する際，保育者は子どものペースや食事への向かい方を尊重し，落ち着いた環境の下，
保育者も子どもと一緒に食事を味わうような気持ちで関わることが大切である（厚生労働省，2018）。
しかしながら，完全援助から自食への移行期間にある離乳期は，子どもの自己主張の発露と保育者の
「食べてもらいたい」という願いの間に葛藤が生起しやすく，「一緒に食事を味わうような気持ち」で
関わることが難しい状況に悩む保育者も少なくない。離乳期における食事援助という言葉からは，保
育者が子どもの口にスプーンで食べ物を運ぶ直接援助がイメージしやすいが，自食への移行期の援助
では，言葉や表情・視線，ジェスチャーなどで子どもに食べることを促す間接援助の役割も大きい。
そうした援助の中で保育者は「もっと食べたい」「これは食べたくない」「自分の手で食べたい」とい
った様々な子どもの思いに共感を示しながらも，摂食機能の発達に応じた一口量の調整・十分な摂取
量の配慮・様々な食べ物を口にする経験の担保等を加味した保育者として願いを抱きながら，そして
子どもの最善へと向かうよう，子どもの思いと保育者の願いのバランスをとりつつ自食へのプロセス
を調整し，支えることが必要となる。そこでは保育者の子ども理解とかかわりのありようが，子ども
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の食行為における「主体性」の生成そのものを左右することになる（根津，2010）。しかしながら，子
どもの思いと保育者の願いのバランスのとり方は一様ではないうえに，特に食事の特性として，子ど
もの意思は「食べる」あるいは「食べない」行為に明確に表れるため，「食べさせられない」ことが
保育者の技量の乏しさに起因することとして否定的に捉えられる傾向もあり，食事は保育者が食べさ
せなければならないプレッシャーを感じやすい場面である。
自食に至るまでの時期，特に手づかみ食べが出現するまでの保育者の完全援助が必要な時期では，
保育者は子どもの思いを汲み取り，子どもの手となり実現することとなる。このいわば二人羽織の関
係を経て（外山，2013），子どもは食べたい気持ち，食に対する主体性を育んでいくが，この完全援助
から少しずつ手綱を子どもに手渡していくプロセスにおいて，子ども-保育者間の調整，援助のタイ
ミングの調整，提供する食形態や量の調整等，様々な側面からの調整が必要となる。しかし，その調
整は保育者側だけが一方的に行うものでもなければ，画一的な方法があるものでもない。保育者が子
どもの意思を汲み取り，そこに共感を表出することにより，子どもも安心感を抱き，また保育者の意
図をその中から感じ取るという相互の関係性において均衡・不均衡が繰り返され（石黒，2003），互い
が寄り添う中でほどよさが生じるものだと考える。こうした調整を保育者は意図的あるいは無意図的
に日々体現していると推察する。
その調整の様式の一つは言語によるものである。冨田・中上（2018）は，子どもの要求を受け入れ
たり，子どもとの言語的なやりとりを介して共感的に関わろうとすることで，子どもの摂食意欲が高
まる可能性を示しているが，誘いかける，ほめる，共感する様々な言葉を伝え，子どもの意欲を引き
出したり関心を向けることは保育場面で多くみられ，重要視されていることである。著者らは前稿に
おいて身体的調整の一つである「共時的咀嚼」を例に挙げ，子どもの口の動きに援助者が合わせて口
を動かすことで，その動きをみて子どももまた口の動きを調整していく相互調整が生じることを示唆
したが（遠藤・小野・池谷，2018），本研究では言語的調整に加え，様々な身体的調整の出現にも着目
した。ここでは，完全援助から自食への移行期かつ自己主張の発露する 8 か月～11 か月児の食事場
面における 4 組の子ども-保育者間のやりとりの分析を通し，言語的調整・身体的調整の 2 つの視点
から保育者それぞれの援助特性を描き出すことを試みる。
2．方　　法
2.1　対象者
観察対象は都内認可 Z 保育所 0 歳児クラスに在籍する女児 4 名（撮影時の月齢 8～11 か月）と対象児
を担当する保育者 2 名であった。X 保育者は，Z 保育所での経験年数 5 年目，0 歳児クラス担当は初
めてであった。Y 保育者は，Z 保育所での経験年数 3 年目，0 歳児クラス担当は 3 回目であり，前職
では保育所以外の児童福祉施設での経験を有していた。
2.2　観察期間と分析対象回
平成 28 年 5 月～平成 29 年 2 月の期間，Z 保育所の 0 歳児保育室内にて月 1～2 回の頻度で食事場
面を DV カメラにて撮影した。分析対象回は，保育者がスプーンを子どもの口に運ぶ完全援助の時
期から，子どもが自らの手で食べ物を口に運ぶようになる自食へと移行する時期である月齢 8 か月～
11 か月にあたる回とし，各対象児 2 回ずつ，計 8 回分とした。発達の個人差により，完全援助から
自食への進み方が異なるため，対象回の月齢は対象児により異なる。
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2.3　撮影時のクラスの状況
2.3.1　クラスの概要
撮影対象クラスには，0 歳児 10 名が在籍しており，保育者 4 名がクラスを担当していた。対象ク
ラスでは担当制をとっており，休暇等の場合を除き，食事時には担当保育者が援助にあたっている。
0 歳児保育室は 1 階にあり，園庭に面している。室内は中央に窓のついた間仕切りがあり，間仕切り
から園庭に面した食事と遊びのスペースと，間仕切りから廊下側の午睡のスペースと大きく 2 つに分
かれている。遊びのスペースから遊ぶ声や保育者の歌声が聞こえてくることもある。
2.3.2　食事前後の生活の流れ
食事時間の前は，好きな遊びの時間であり，室内または戸外で過ごしている。一人ひとりの子ども
の生活リズムに応じて食事時間を設定しており，時間差をもって食事を開始している。10 時半頃よ
り，順次遊びを終え，食事の準備へと移行する。登園の早い子どもは 10 時半頃に食事を開始し，食
べ終えると午睡となる。体力のもつ子どもや月齢の高い子どもは，長めに遊んだあと 11 時過ぎに食
事を開始する。つまり，同じ時間帯に食事をする子ども，遊ぶ子ども，午睡をする子どもがおり，一
つのクラスの中で同時並行的に異なる場面展開がなされ，保育者はそれぞれの援助にあたっている。
2.3.3　食事時の状況
食事時はテーブルが 3 か所に配置され，主に 3 名の保育者がそれぞれのテーブルで食事援助を行い，
残り 1 名の保育者が食事以外の子どもの遊びを担当する形で保育を行っている。ただし，食事開始時
間は子どもによって異なるため，3 つのテーブルで常時食事が行われているわけではない。テーブル
は毎日同じ位置に配置され，子どもは決まった場所で担当保育者の援助により食事をする。安定して
椅子に座ることができるまでは，保育者の膝の上に子どもが座り，椅子に座れるようになると保育者
は子どもの 90 度横あるいは対面の位置に座り援助をする。保育者 1 名が同じテーブルで援助する子
どもの人数は月齢によって異なり，自食が可能となるまでは，一対一での援助を行っている。一対一
での援助の場合，保育者は時間差で担当児の援助にあたる。一人が食べ終わり，着脱やオムツ交換を
終えてから，次の担当児を援助する流れである。
分析対象回は，対象児が椅子に座り食事をする時期にあたり，担当保育者は対面で着座し，一対一
で援助を行っていた。撮影は，対象児と担当保育者の口元が観察可能な角度から行った。
2.4　分析方法
2.4.1　分析対象時間
分析対象時間は食事開始から終了までとした。
2.4.2　対象児が食べる行為
食事開始から終了までに食べ物を口にした回数をカウントした。それを，保育者の援助により口に
した回数，対象児自身の手で口にした回数に分類してカウントし，また保育者が食べ物を対象児の口
に運ぼうとした回数，その食べ物を対象児が拒否した回数もカウントした。
2.4.3　保育者の援助行為からの視点
保育者が援助する際の言語的調整と身体的調整について表 1 に i）encouragement, ii）evaluation, 
iii）question（以上，言語的調整），i）leading, ii）synchronicity（以上，身体的調整）の 5 カテゴリー
に分類し，出現を事象見本法によりカウントした。各項目について 1 分あたりの生起頻度を算出した。
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1）言語的調整
i）encouragement
　 　食べ物を手でつかむ，口に入れる，咀嚼する等，食べることに至る行為を推し進めたり，後押
しする発話に該当するものを encouragement とした。3 つの小カテゴリー〈食べ物の提示〉〈行
動の提案〉〈口の動きの促し〉に分類される発話をカウントした。
ii）evaluation
　 　食べ物を手でつかむ，口に入れる，咀嚼する等の食べる行為に対し，保育者が意味を付加した
発話，価値づけをした発話に該当するものを evaluation とした。2 つの小カテゴリー〈意味づ
け〉〈賞賛〉に分類される発話をカウントした。
iii）question
　 　食事時に子どもの心的状態について問いかけ，確認する発話を question とした。2 つの小カ
テゴリー〈確認（intention）〉〈確認（feeling）〉に分類されるものをカウントした。
2）身体的調整
i）leading
　 　子どもの食べる行為を保育者が導く身体的な動きについて，2つの小カテゴリー〈誘起的開口〉
〈誘起的咀嚼〉に分類されるものをカウントした。
ii）synchronicity
　 　保育者が子どもの食べる行為と共時的に発現する子どもと同様の身体的な動きについて，2 つ
の小カテゴリー〈同時的開口〉〈共時的咀嚼〉に分類するものをカウントした。
2.4.4　場面例の分析
　〈子ども-保育者〉における調整の特性を検討するため，特徴的な場面を具体例として示し，二者間
のやりとりを考察した。
表 1　保育者の調整カテゴリーと定義・例
カテゴリー名 定　　　義 例
言語的調整
　encouragement
　　食べ物の提示 食べ物の提示により，食べることをすすめる発言 「おいもあるよ」「ごはんどうぞ」
　　行動の提案 行動の提案により，食べることをすすめる発言 「お野菜食べる？」「おててで持つ？」
　　口の動きの促し 開口や咀嚼等の口の動きを誘う発言 「モグモグ」「あむ」
　evaluation
　　意味づけ 子どもの行動に対して意味づけをする発言 「おいしいね」「喉かわいていたね」
　　賞賛 子どもの行動に対してほめる・評価するなどの発言 「じょうず」「大きいお口ね」
　question
　　確認（intention） 子どもの意図を確認する発言 「食べる？」「いらないの？」
　　確認（feeling） 子どもの感じている状態を確認する発言 「疲れてきた？」「おいしい？」
カテゴリー名 定　　　義
身体的調整
　leading
　　誘起的開口 子どもの開口に先行し「あーん」と言いながらの開口
　　誘起的咀嚼 子どもの咀嚼を促すように「モグモグ」と言いながらの咀嚼様の口の動き（2 秒以下）
　synchronicity
　　同時的開口 子どもの開口と同時的に生じる開口
　　共時的咀嚼 子どもの咀嚼と共時的に生じる咀嚼様の口の動き（3 秒以上）
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2.5　倫理的配慮
研究実施にあたり，対象児の保護者・対象園の保育者に研究目的，研究方法，得られたデータの倫
理的配慮についての文書を配布し，同意を得た。本研究は，昭和女子大学倫理審査委員会の承認を受
け（承認番号 16-3），実施している。
3．結　　果
3.1　対象児が食べる行為に関する結果
3.1.1　食事時間と摂食様態
食事時間の平均は，12 分 54 秒（SD 3 分 19 秒）であった。対象児が食べ物を口にした総数は，A 児
は 9 か月で 22 回，10 か月で 17 回であり，他児と比べると少ない。B 児は 10 か月で 60 回，11 か月
で 30 回と回数に差があるが，10 か月では 1 分あたりの頻度が 4.42 回と多く，早いペースで口にし
ていたことが読み取れる。1 分あたりの頻度は C 児が 8 か月で 2.66 回，9 か月で 2.68 回，D 児が 10
か月で 2.78 回，11 か月時で 2.33 回であり，Y 保育者が援助を担当する C 児・D 児では観察回によ
る頻度の差が少なかった。摂食様態は，A 児は 9 か月・10 か月ともに全面援助，C 児は 8 か月が全
面援助であった。B 児 10 か月・11 か月，C 児 9 か月，D 児 10 か月・11 か月では保育者の援助と自
食の両方が出現しており，全面援助から完全自食への移行期にあたる時期であったと言える。また，
自食の開始時期については個人差があることが読み取れる（表 2）。
表 2　食事所要時間・口にした総数と摂食様態
X 保育者 Y 保育者
A 児 B 児 C 児 D 児
9 か月 10 か月 10 か月 11 か月 8 か月 9 か月 10 か月 11 か月
食事所要時間 '（分）''（秒） 7'35'' 12'35'' 13'34'' 10'21'' 15'24'' 19'00'' 14'23'' 14'37''
子どもが食べ物を口にした回数（回） 22 17 60 30 41 51 40 34
 頻度（回/分） 2.90 1.35 4.42 2.90 2.66 2.68 2.78 2.33
保育者の援助により口にした回数： N（回） 22 17 45 16 41 35 27 17
 口にした回数のうち N の割合 100.0% 100.0% 75.0% 53.3% 100.0% 68.6% 67.5% 50.0%
自分の手で口にした回数： S（回） 00 00 15 14 00 16 13 17
 口にした回数のうち S の割合 0.0% 0.0% 25.0% 46.7% 0.0% 31.4% 32.5% 50.0%
3.1.2　保育者の援助に対する拒否
拒否の割合は，B 児・C 児・D 児では月齢とともに減少もしくは同程度であるが，A 児は 0.0% か
ら 46.9% と増加していた。B 児・C 児・D 児については月齢とともに自食の割合が増加しているが，
A 児は両回ともに全面援助であり，自我の強まりの一方で何を食べたいかという意思を自食により
実現しないため，保育者の援助への拒否となって意思表示をしている可能性も推察される。拒否の表
出時期と度合は，個人差や〈子ども-保育者〉ペア差があることが窺われる（表 3）。
3.2　保育者の援助行為に関する結果
3.2.1　援助行為のカテゴリーからの検討
両保育者の援助行為の出現回数・1 分あたりの出現頻度を表 4 に示す。小カテゴリーの出現率につ
いて，Mann-Whitney U検定を行った結果，言語的調整では，〈意味づけ〉〈賞賛〉〈確認（intention）〉
に有意差がみられた（p＜.05）。〈意味づけ〉は X 保育者に多く，特に A 児 9 か月で 1.71 回/分，B 児
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10 か月で 1.92 回/分と多く出現していた。〈賞賛〉も X 保育者に多く，A 児 10 か月では 1.11 回/分，
B 児 10 か月で 0.96 回/分と多く出現していた。一方，Y 保育者では〈賞賛〉の出現がない観察回が
2 回あり（C 児 8 か月・D 児 10 か月），C 児 9 か月で 0.37 回/分，D 児 11 か月で 0.21 回/分と出現が少
なかった。〈確認（intention）〉も X 保育者に多く，A 児 10 か月で 1.83 回/分，B 児 11 か月で 1.16
回/分であったが，Y 保育者ではいずれの回も 0.4 回/分以下の出現であった。
身体的調整では〈共時的咀嚼〉に有意差がみられた（p＜.05）。〈共時的咀嚼〉は Y 保育者に多く出
現しており，各回とも 0.8 回/分以上の出現であったが，X 保育者ではいずれの回でも出現はなかった。
表 3　保育者が口に運ぶ回数・子どもが拒否をした割合
X 保育者 Y 保育者
A 児 B 児 C 児 D 児
9 か月 10 か月 10 か月 11 か月 8 か月 9 か月 10 か月 11 か月
保育者が対象児の口に食べ物を
運ぼうとした回数（回） 22 32 57 19 47 35 40 25
拒否（回） 00 15 12 03 06 00 13 08
 R の割合 0.0% 46.9% 21.1% 15.8% 12.8% 0.0% 32.5% 32.0%
表 4　各事象の出現回数・1 分あたりの出現頻度
X 保育者 Y 保育者
A 児 B 児 C 児 D 児
言語的調整 9 か月 10 か月 10 か月 11 か月 8 か月 9 か月 10 か月 11 か月
encouragement
　食べ物の提示（回） 07 12 06 05 03 11 11 04
 頻度（回/分） 0.92 0.95 0.44 0.48 0.19 0.58 0.76 0.27
　行動の提案（回） 08 16 26 06 04 07 09 13
 頻度（回/分） 1.05 1.27 1.92 0.58 0.26 0.37 0.63 0.89
　口の動きの促し（回） 09 14 26 03 31 30 34 31
 頻度（回/分） 1.19 1.11 1.92 0.29 2.01 1.58 2.36 2.12
evaluation
　意味づけ（回） 13 11 26 08 05 12 01 04 *p＜.05
 頻度（回/分） 1.71 0.87 1.92 0.77 0.32 0.63 0.07 0.27
　賞賛（回） 06 14 13 07 00 07 00 03 *p＜.05 頻度（回/分） 0.79 1.11 0.96 0.68 0.00 0.37 0.00 0.21
question
　確認（intention）（回） 03 23 09 12 06 07 05 03 *p＜.05
 頻度（回/分） 0.40 1.83 0.66 1.16 0.39 0.37 0.35 0.21
　確認（feeling）（回） 04 10 10 05 03 08 08 01
 頻度（回/分） 0.53 0.79 0.74 0.48 0.19 0.42 0.56 0.07
身体的調整
leading
　誘起的開口（回） 1 0 00 1 07 06 15 01
 頻度（回/分） 0.13 0.00 0.00 0.10 0.45 0.27 1.04 0.07
　誘起的咀嚼（回） 3 2 14 3 05 06 06 03
 頻度（回/分） 0.40 0.16 1.40 0.29 0.32 0.32 0.42 0.21
synchronicity
　同時的開口（回） 6 0 06 0 12 09 05 01
 頻度（回/分） 0.80 0.00 0.60 0.00 0.78 0.41 0.35 0.07
　共時的咀嚼（回） 0 0 00 0 14 16 15 16 *p＜.05
 頻度（回/分） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.91 0.84 1.04 1.09
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3.2.2　対象児-保育者間における具体的事例からの検討
保育者の援助行為の特性を検討するために，特徴的な観察場面を取り上げ，考察する。
1）A 児-X 保育者の具体的事例（場面例①・②）
【観察回の状況】
A 児 10 か月時の観察回では，摂取状況は，主食が 1/4 程度，主菜がほぼ全量であった。この日の
主食はうどんのため，汁物はない。自食は出現していない。食べ物を口にした総数は 17 回，食べ物
を口にした頻度は 1 分あたり 1.35 回と少なく，意欲的な様子ではなかった。また，拒否が 15 回
（46.9%）と多かった。食事開始から 4 口目（食事開始 2 分 48 分後）になると拒否が続き，食事の継続が
難しい状況であったため，食事開始 3 分 40 秒後で食事を中断し授乳を行った後に，食事を再開して
いる。しかし，再開後 8 口目（食事再開 2 分 26 秒後/食事開始 11 分 33 秒後）から再び拒否が続き，X 保
育者は椅子に座っていた A 児を食事開始 12 分 28 秒後より膝に座らせて食事の継続を試みていた。
【場面例①】（表 5）
下線部（a）では，X 保育者はスプーンで運んだ野菜を A 児が取り込むと同時に，「あーおっきい
お口，おいしいね」と〈賞賛〉を伝えている。しかし，A 児はその間に顔を左に向けており，その
A 児の反応からは X 保育者の言葉を受け取っていないようにも感じられる。X 保育者は 3 秒後に，
「ちょっとおつゆ飲む？」と〈行動の提案〉をするが，まだ A 児は口を動かしており，スプーンが近
づくと顔を壁側に向け，拒否を示している。X 保育者は A 児の口元を追いかけるような形でスプー
ンを動かし，本当にいらないのかと念を押すように「いい？」と尋ねながらも〈確認（intention）〉，
スプーンを更に口元に近づけている（下線部（b））。言葉では意図を確認しながらも，A 児の反応とは
無関係に X 保育者の援助は進んでいるように感じられる。A 児が更にスプーンから顔を背け拒否を
示したため，X 保育者は「いらない？」〈確認（intention）〉とスプーンを一旦手元に戻すが，再び
「おつゆは？」と言いながら，再度スプーンを A 児の口元に近づけている（下線部（c））。この場面か
らは，A 児の「食べたくない」心情を感じ取りながらも，食べてもらうよう推し進めようと試みて
いる X 保育者の姿が読み取れる。その背後には「食べさせなければ」という焦燥感があるようにも
感じられた。
表 5　場面例①（A 児 10 か月-X 保育者）
A 児 X 保育者
◦スプーンで野菜を口に運ぶ。
◦やや前のめりの姿勢で取り込む。 ◦ (a)取り込むのと同時に「あーおっきいお口，おいしいね」 
と言う。
◦ 取り込むと顔を左側に向け，右手で何度かテ
ーブルをたたく。
◦ 「ちょっとおつゆ飲む？」と言いながら，左側を向いて
咀嚼をしている A 児の口元にスプーンを近づける。
◦ スプーンを保育者が近づけると顔を壁側（右
側）に背ける。
◦ A 児の口元を追いかけるような形でスプーンを動かし， 
(b)「いい？」と言いながら，スプーンを更に口元に近づける。
◦ 更にスプーンから顔を背け，壁の方を向いた
ままテーブルをたたく。
◦ 「いらない？」とスプーンを一旦手元に戻した後「おつ
ゆは？」と (c)再び戻したスプーンを近づける。
◦ 壁の方を向いたまま，手をテーブルの上で動
かす。
◦ 「いいの？」と言いながらスプーンを皿の上に置く。
◦ 保育者がスプーンを置くと顔を正面に向ける。
 場面例①： 23 秒間（食事開始後 10'20''～10'43''）
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【場面例②】（表 6）
下線部（a）では，X 保育者は A 児を膝の上に抱きかかえるように向かい合い，「お腹すいてない
のかしら，私」と尋ねている。A 児の気持ちに共感しているようにも，本当にお腹がすいていない
のかを確認しているようにも感じられる。続けて下線部（b）では「もういらないの？」〈確認（inten-
tion）〉と言いながら膝の上に座らせ食べる体勢になり，「違うのが欲しかった？」〈確認（intention）〉
と尋ねており，A 児の食べたくない気持ちに共感しながらも，別のものならば食べるのではないか
と子どもの気持ちを探りながら，食べることに誘いかけている。その後，皿の中身を見せながら「お
野菜が食べたい？」と尋ねると〈食べ物の提示〉，A 児は皿の中の野菜を触り，興味を示したように
見えたが，すぐに皿から手を離し，顔を皿から背け，拒否を表現する。X 保育者は「あれー，そっ
か」と発言しているが（下線部（c）），これは野菜に興味をもち食べるかと思ったが，食べなかったこ
とに対する残念さが含まれた言葉だと推察する。その言葉と共に A 児の頭をなでており，A 児の食
べたくない気持ちを受容した X 保育者の表現だと感じられる。しかし，同時に X 保育者はスプーン
に野菜をのせ，A 児の口に運んでおり，拒否を受け止めながらも食べることをすすめる行動をとっ
ている。口に運んだ野菜が A 児の口に入るなり「上手」と〈賞賛〉を伝えるが，すぐに A 児は口か
ら野菜を出した。X 保育者は口から出てきた野菜をスプーンで口に戻しながら，「あむあむ」「上手，
食べれる食べれる」と〈口の動きの促し〉〈賞賛〉を伝えながら食べることを促そうとしている（下
線部（d））。A 児は口にした野菜を食べるが，背中を反らし，足をテーブルの上に出しており，「おい
しい」と感じているようには見えない。しかし，食べたことに対し，X 保育者は「上手，おいしい」
と〈賞賛〉〈意味づけ〉をし，嬉しそうに顔を A 児の頬に近づけ，食べることができた喜びを伝えて
表 6　場面例②（A 児 10 か月-X 保育者）
A 児 X 保育者
◦ (a)「お腹すいてないのかしら，私」と言いながら膝の上
で A 児を立たせ，抱きかかえるように向かい合う。
◦ (b)「もういらないの？」と言いながら膝の上に座らせ，
「違うのが欲しかった？」と尋ねる。
◦ 振り下ろした右手が皿に当たり，がしゃんと音が
鳴る。そのまま皿をつかみ引き寄せようとする。
◦ 引き寄せようとした皿を児から遠ざけるように動かす。
◦ 別の皿を見せ「お野菜が食べたい？」と尋ねながら A
児に皿を近づける。
◦ 皿の中の野菜を触るが，すぐに皿から手を離し，
顔を皿から背ける。
◦ (c)「あれー，そっか」と頭をなでてから，皿の野菜をス
プーンで集める。
◦ 右手で自分の頭を触る。スプーンが口に向かう
瞬間テーブルを 2 回たたく。
◦ 「お野菜は？」と言いながら口にスプーンを運ぶ。口に
入ると「上手」と言う。
◦ 口に入れた野菜が口から出す。 ◦ (d)口から出てきた野菜をスプーンで口に戻しながら「あ
むあむ」と促し，「上手，食べれる食べれる」と言う。
◦ 背中を反らし足をテーブルの上に出す。 ◦ 「上手，おいしい」と言いながら顔を A 児の頬に近づける。
◦ 視線は皿とは別方向に向き，机を一度たたく。 ◦ 「もうちょっと食べますか」と言いながらスプーンでう
どんを掬う。
◦ 舌を出し，右足をテーブルの上に出す。 ◦ 「もうちょっと食べる？」と言う。
◦ スプーンからうどんを取り込む。 ◦ 取り込むと同時に「あ，上手，上手」。笑いながら「お
いしいね，うれしいね」と言う。
◦ 保育者の顔を見つめる。 ◦ 「えへへへへ」と笑う。
 場面例②： 63 秒間（食事開始後 13'09''～14'12''）
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いる。A 児はいたずらそうな表情で舌を出し，右足をテーブルの上に出したが，不快そうな表情で
はない。X 保育者は「もうちょっと食べる？」と〈行動の提案〉をし，うどんを口に運ぶと A 児は
取り込む。同時に X 保育者は「あ，上手，上手」とやや大げさに〈賞賛〉し，笑顔で「おいしいね，
うれしいね」と A 児の顔を見つめながら〈意味づけ〉をすると，A 児も嬉しそうに X 保育者の顔を
見つめていた。
【場面例①・②の小考察】
この観察回での A 児は，食べたくない気持ちが強く，援助への拒否として表れており，援助の難
しい場面であったと推察する。そのような中，X 保育者は〈意味づけ〉や〈賞賛〉といった言語的
調整をしながら，「食べる」ことを促していた。特に，この観察回では〈賞賛〉が 1.11 回/分と多く
出現していた。〈賞賛〉を含む evaluation のタイミングに注目すると，この場面例で食べ物を口にし
た 3 回（場面例① 1 回，場面例② 2 回）はいずれも食べ物を口にすると同時あるいは直後に〈意味づけ〉
〈賞賛〉の発言をしていた。「食べものを口にする」ことに対する評価を示すものであると考える。ま
た，〈確認（intention）〉も 1.83 回/分と多かったが，場面例①にあるように「いい？」「いらない？」
と食べるのか曖昧な状態における「食べるのかどうか」の意思確認が殆どであった。保育者自身，A
児がどうしたいのかを読み取れず，言葉という手段で A 児の意図を探り，理解しようと試みていた
のだと推察する。しかしながら，「食べたいけれど今は食べることができる状態ではない」「食べたい
けれど違う方法で援助してほしい」といった「食べる」「食べない」で二分することができない状況
もある。10 か月児では，言語といった大人の理解様式に合わせて自身の曖昧かつ混沌とした心的状
態について意思表示をすることは難しいだろう。ここでの調整は，子どもに保育者が合わせるという
よりも，大人の様式で問いかける形で進んでいるとも考えられる。A 児の気持ちを探り共感の言葉
を示しながらも，行動には食事をすすめなければという X 保育者の意識が表れ出ていたが，そこに
は A 児の気持ちの読み取りにくさも相まって，保育者の思いを推し進めようとする働きが生じてい
たのではと推察する。
2）B 児-X 保育者の具体的事例（場面例③）
【観察回の状況】
B 児 10 か月の観察回では，摂取状況は主食が 1/2，汁物・主菜が全量であった。食べ物を口にし
た総数は 60 回，1 分あたりの頻度は 4.42 回と多く，早いペースで食事がすすんでいた。自食の回数
は 15 回（25.0%），拒否は 12 回（21.1%）であった。自分で食べたいものに手を伸ばし，手づかみで食
べる姿がみられ，X 保育者は B 児の意図を察しながら，手づかみ用の取り皿に食べ物を移し，手づ
かみ食べがしやすい環境を整えている。X 保育者がスプーンで口に運ぶ際も，B 児は顔を前に出し
て取り込もうとする姿がみられ，食べることへの意欲が感じられた。
【場面例③】（表 7）
下線部（a）では，B 児が手で野菜をつかみ口に入れると，X 保育者が「あー上手」と〈賞賛〉を
伝える。B 児は耳の後ろを自分でたたき『おいしい』のジェスチャーをすると，X 保育者が B 児に
顔を近づけ，「上手。『おいしいおいしい』しているの？おいしいね」と B 児のジェスチャーを「上
手」と認め，「おいしいね」と共感を示している。しかし同時に，X 保育者はおかゆをのせたスプー
ンを B 児の口に運んでおり（下線部（b）），「上手」「おいしいね」といった言葉の余韻がないまま次
の食べ物を口に運ぶ姿からは，その言葉に保育者の実感が伴っていないようにも感じられる。スプー
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ンが近づくと，保育者を見つめていた B 児の顔は右下に向き（下線部（c）），拒否を示したため，X
保育者は一旦スプーンを戻している（下線部（d））。X 保育者は再度，おかゆをのせたスプーンを口に
運ぼうとするが，B 児がスープ皿に手を入れたのを見てスプーンを戻し（下線部（e）），B 児の手にし
たスープ皿を支え（下線部（f）），B 児の「スープを自分で飲みたい」気持ちを汲み取り，それを尊重
するよう援助行為の調整を行っていることが分かる。B 児がスープ皿から取り込んだ後に「あー上
手」と〈賞賛〉を伝えており（下線部（g）），「自分でスープ皿に手を伸ばしスープを飲む」行為につ
いて，X 保育者は望ましいないしは B 児に習得してもらいたい行為と捉えていることが読み取れる。
B 児がスープ皿を口から離した後，「もう 1 回やってみる？」とスープ皿を近づけ再度スープ皿から
飲むことをすすめるが，B 児は口に近づいた時にむせたような様子で後ろにのけぞる（下線部（h））。
しかしここで X 保育者は B 児の左手を取り，スープ皿に添えるようにしながら口に運ぶが（下線部
（i）），B 児は飲まずにスープ皿を離している。むせた様子にもかかわらず，スープを飲むように援助
したのは，B 児がむせている状況に気づかなかったのか，それとも保育者の「飲んでもらいたい」願
いの強さからなのかは判断できないが，B 児の思いとは反する援助であったことは読み取ることがで
きる。刻一刻と変化する子どもの状況を察知した上で，子どもの思いと保育者の「こうあってほし
い」という願いのバランスを瞬時に判断することが求められる離乳期の援助の難しさを感じる場面で
ある。結果的に B 児は自分でスープ皿に手を入れ，もやしをつかみ口にする。それに対し，X 保育者
は B 児の頬を人差し指でつついている（下線部（j））。その表現は「あなたはそうしたかったのね」と
いうメッセージのようにも感じられ，B 児の「自分で」という気持ちを認めていることが読み取れる。
表 7　場面例③（B 児 10 か月-X 保育者）
B 児 X 保育者
◦ 手をスープ皿に入れる。 ◦ 手でスープ皿を支える。おかゆをスプーンですくう。
◦ スープ皿の中の野菜を手でつかみ口に入れる。
◦ 保育者を見つめている。
◦ (a)口に入ると「あー上手」と言う。
◦ 耳の後ろを自分でたたく。 ◦ B 児に顔を近づけながら (b)「上手。『おいしいおいしい』
しているの？おいしいね」と言いながら，おかゆをのせ
たスプーンを口に運ぶ。
◦ 保育士の方を見つめていたが，(c)スプーンが口
元にくると，顔を右下に向ける。
(d)B 児が下を向いたのを見て，スプーンを戻す。
◦ 右下を向いたまま，自分のつけているエプロン
を触った後，スープ皿に視線を向け，スープ皿
に手を入れる。
◦ 再度，おかゆをのせたスプーンを口に運ぶが (e)B 児が
スープ皿に手を伸ばしたのでスプーンを戻す。
◦ スープ皿を両手でもつ。 ◦ (f)B 児の持つスープ皿を左手で支える。
◦ 口にいれてスープ皿から取り込む。 ◦ (g)「あー上手」
◦ スープ皿から口を離し，保育者のほうを見る。 ◦ 左手でスープ皿をもった状態で，右手でテーブルの上を
タオルで拭く。拭きながら左手で「もう 1 回やってみ
る？」とスープ皿を近づける。
◦ スープ皿が近づくと口を開ける。
◦ (h)口を近づけようとするが，むせたような様子
で後ろにのけぞる。
◦ (i)左手でスープ皿を近づけ，右手で B 児の左手を取り，
スープ皿に添えるようにしながら，口に運ぶ。
◦ 飲まずに口からスープ皿を離し，両手をスープ
皿の中に入れる。
◦ スープ皿と B 児の手をつかんだあと，(j)B 児の頬を人差
し指でつつく。
◦ スープ皿の中のもやしを口に入れる。 ◦ 「もやし」と言う。
 場面例③： 38 秒間（食事開始後 9'18''～9'56''）
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【場面例③の小考察】
この場面例③は 38 秒間のシーンであるが，保育者と子どもの気持ちの相違が生じ，その相違を埋
めるよう保育者は援助行為を調整していることが読み取れる。B 児の気持ちは 38 秒間の中でも形を
変えて現れており，保育者はその時々にそれを汲み取りながら，臨機応変に対応しようとしていた。
この時期は自食への移行期であるがゆえに，「全面援助」「子どもの自食を支える間接的な援助」「自
食を見守る」といった保育者の関与の度合いが異なる援助を，子どもの意図を感じ取りながら行う時
期であり，子どもの意図や状況を察することが非常に重要となる。同時に，子どもの「自分で」とい
う気持ちが育まれるよう，様々な食べ物を残さず食べてもらいたいといった願いを保育者はもち，双
方の意図や行為を調整しながら援助をしていることが読み取れる。この観察回では，言語的調整の中
でも〈意味づけ〉1.92 回/分，〈賞賛〉0.96 回/分が多く出現していた。この場面例③で食べ物を口に
した 3 回のうち 2 回は取り込むと同時あるいは直後に「上手」と〈賞賛〉を示しており，食べ物を口
にすることに対して積極的な評価を示すことで，子どもの食べる行為をすすめようとしていたことが
推察された。また，この場面では，援助のタイミングあるいは方法が，その時の B 児の状況に合致
していないことがあった。完全援助から自食への移行期には，「何を」食べたいかを察するだけでな
く，「どのタイミングで」「どのような方法で」といった子どもの状況とを見極める難しさがあること
が分かる。しかしながら，二者間にズレが生じながらも，子どもが主体的に食べることを尊重しよう
と懸命に働きかける保育者の姿はしっかりと読み取ることができる。
3）C 児-Y 保育者における具体的事例
【観察回の状況】
C 児 8 か月の観察回では，摂取状況は主食が 3/4，汁物・主菜が全量であった。自食は出現してい
ない。食べ物を口にした回数は 41 回，拒否は 6 回（12.8%）であり，大きく機嫌を崩すことなく食べ
ていた。〔保育者のスプーンが口に近づくと前のめりに頭を動かし取り込もうとする〕〔保育者が皿か
ら掬う時にその様子を目で追う〕〔保育者のスプーンが口に近づくと一緒に握ろうとする〕等，保育
者の援助に協働するような動きが多くみられ，主体的に食べようとする姿勢が感じ取られた。
【場面例④】（表 8）
C 児はおかず皿を見つめながら，皿の中で手を動かしている。Y 保育者はスプーンで野菜を C 児
の口に運ぶ際，C 児の顔を覗き込み，口の動きを確認してから，スプーンを口に運んでいる（下線部
（a））。Y 保育者は C 児を見つめながら，咀嚼様の口の動きをしているが，この時 C 児はおかず皿を
見つめており，Y 保育者の口の動きは見ていない。Y 保育者は次の一さじを用意するが，まだ C 児
が咀嚼をしている様子を見てスプーンを皿の上で止め，C 児が皿から顔をあげたタイミングで再び咀
嚼様の口の動き〈共時的咀嚼〉を始める（下線部（b））。Y 保育者は 8 秒間口を動かしているが，この
時に C 児が Y 保育者を見つめたのは視線の合った 1 秒ほどであった。つまり，Y 保育者は C 児が別
の方向を見ている時も口を動かしており，Y 保育者の口の動きは「口の動きを見せて咀嚼を促す」
ためだけの意味合いではないと推察できる。Y 保育者は C 児の口の動きが止まったタイミングで「お
いいしいね」と笑顔で発言する（下線部（c））。その後，Y 保育者は C 児の口元を覗き込むようにし，
口の動きを確認した後にスプーンを口に運んでいる（下線部（d））。Y 保育者は C 児の口が開く瞬間
に「あーん」と言いながら口を大きく開き（下線部（e）），スプーンを手元に戻すと同時に C 児を見つ
めながら咀嚼様の口の動きを始める〈共時的咀嚼〉（下線部（f））。10 秒後に口の動きを終え，Y 保育
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者が自分の鼻をこすると，C 児は顔をあげ Y 保育者を見つめる。Y 保育者は C 児と視線を合わせ，
笑顔で頷きながら「おいしいね」と伝える。C 児は Y 保育者の「おいしいね」の言葉の後に再び口
を動かし始め，Y 保育者も再び咀嚼様の口の動き〈共時的咀嚼〉を始める（4 秒間）。途中，笑顔で頷
くと，C 児は嬉しそうに体を 2～3 度横に振っており，C 児-Y 保育者間の非言語的な意思疎通が感じ
られた。
【場面例④の小考察】
場面例④で C 児が食べ物を口に入れた 2 回ともに，Y 保育者はスプーンを口に運ぶ前に C 児の顔
を覗き込むようにして口の動きを確認し，前の咀嚼が終わったタイミングをみてスプーンを口に運ん
でいた。また，「おいしいね」という言葉も，咀嚼を終えたタイミング，保育者と視線が合ったタイ
ミングと，C 児の動きをみての言葉がけであり，C 児の発するサインを敏感に感じ取った上で援助を
行っていることが読み取れた。また，「頷く」「微笑む」といった非言語的な表現も用いて肯定や共感
を示す場面がみられた。また，この観察回では言語的調整における〈意味づけ〉0.32 回/分，〈賞賛〉
0.00 回/分であった一方，身体的調整における〈共時的咀嚼〉が 0.91 回/分と多く出現しており，5
秒以上の共時的咀嚼が 10 回出現していた。中でも 8 秒（下線部（b））・10 秒（下線部（f））といった共
時的咀嚼は，観察者には本当に食べているように見えたほど疑似的な口の動きであった。しかしなが
ら，Y 保育者が口を動かす間，C 児は Y 保育者を見つめていなかった。自らの口の動きを見せ，子
どもに咀嚼を促す意図が Y 保育者にあるのならば，口元を見るように促すであろう。または子ども
が見ていないのであれば咀嚼様の口の動きを続ける必要はないであろう。つまり，これらの行為は，
子どもに食べることを促すためのものではなく，子どもと共時的に口を動かすことにより，子どもの
「今」を共時的に経験している点に意味があるのではないかと推察する。
表 8　場面例④（C 児 8 か月-Y 保育者）
C 児 Y 保育者
◦ おかず皿を見つめながら，皿の中で手を動かし
ながら，運ばれてきたスプーンに口を開く。
◦ おかず（野菜）を口に運ぶ。(a)口元に運ぶ前に C 児の顔
を覗き込み，口の動きを確認する。
◦ おかず皿のふちを右手でつかみ，皿の中のもの
を触りながら咀嚼している。視線は皿の中。
◦ C 児と一緒に咀嚼様の口の動きをする（2 秒間）。
◦ 顔をあげ，右側を見た後，正面を向き Y 保育
者の顔を一瞬見つめた後，左側（壁側）を見つ
める。
◦ C 児の触っているおかずをスプーンですくう。皿の上で
スプーンを止め，(b)C 児が顔をあげると咀嚼様の口の動
きを始める（8 秒間）。C 児が顔を動かすのと同じ方向に
顔を動かし，C 児を見つめながら口を動かし続けている。
◦ 口の動きが止まると視線を皿の中に移す。 (c)C 児の口の動きが止まると笑顔で「おいしいね」と言う。
◦ 視線は皿の中に向いたままで，スプーンが近づ
くと口を開ける。
◦ (d)C 児の口元を覗き込むようにし，口の動きを確認した
後にスプーンを口に運び，(e)C 児の口が開く瞬間に「あ
ーん」と言いながら自分も大きく口を開く。
◦ 手は皿をつかんだまま皿の中を見つめ咀嚼して
いる。
◦ スプーンを手元に戻すと同時に C 児を見つめながら 
(f)咀嚼様の口の動きを始める（10 秒間）。自分の鼻をこ
する。
◦ 保育者が鼻をこすると顔をあげ保育者を見つめる。
◦ 首を上方に傾け保育者の頭の上を見つめる。
◦ 保育者の言葉の後に再び口を動かし始める。
◦ C 児と視線を合わせ，笑顔で頷きながら「おいしいね」
と言う。
◦ 頭の上の三角巾を指さし，微笑みながら頷く。
◦ 保育者の笑顔に微笑み返し，嬉しそうに体を横
に 2～3 度振る。
◦ 再び咀嚼様の口の動きを始め（4 秒間），途中笑顔で頷く。
 場面例④： 48 秒間（食事開始後 1'26''～2'14''）
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4）D 児-Y 保育者における具体的事例
【観察回の状況】
D 児 10 か月の観察回では，摂取状況は主食，汁物，主菜ともに 2/3 量であった。この観察回はビ
デオ撮影初回であり，咀嚼しながら周囲を見回す D 児の姿などがみられ，撮影者の存在やビデオカ
メラに慣れておらず食事に集中しにくかったことが推察される。食べ物を口にした総数は 40 回，拒
否は 13 回（32.5%）であった。自食は 13 回（32.5%）であり，皿に手を伸ばす姿が多くみられた。皿を
自分の方に引きよせる場面が何度かみられたが，力加減が難しいため，保育者は皿を支えるよう援助
をしている。また手づかみしたものを口に運ばずに，握っては離して皿やテーブルに落とすような姿
もみられた。
【場面例⑤】（表 9）
場面例⑤では，D 児は食べ物を口にした二度とも，スプーンが近づくとスプーンとは別方向に顔を
向けている。しかし，スプーンが近づくと口を開けて取り込んでおり，食べる意欲がないわけではな
いことが推察される。Y 保育者はその二度ともで，D 児がおかゆを取り込むと同時に口を大きく開
け〈同時的開口〉，D 児をみつめながら，咀嚼様の口の動きをしている〈共時的咀嚼〉。下線部（a）
では，D 児が飲み込むのを確認し，頷いてから口の動きを止めており，D 児の口の動きを意識した
上で同じタイミングで Y 保育者も口の動きを終えていることが分かる。次の一さじを用意するが，
まだ飲み込みきれない様子を見て，再び咀嚼様の口の動きを始めており〈共時的咀嚼〉，ここでは口
の動きを示すことにより，飲みきれない状況の D 児に咀嚼を促す意図があったと推察する。D 児が
飲み込んだ後，視線を合わせたタイミングで Y 保育者は頷き，スプーンを口に運んでいる（下線部
（b））。この頷きは，D 児が食べ終えたことを肯定したようにも，「食べ終わった？次のスプーンを運
んでもいい？」という合図のようにも受け取れる。いずれの場合にせよ，「頷く」行為は D 児からの
サインを受け取ったことを示すと同時に Y 保育者からの何らかのメッセージをともなっており，非
言語的表出が二者のやりとりを調整する役割を担っていることが推察される。その後，スプーンを口
表 9　場面例⑤（D 児 10 か月-Y 保育者）
D 児 Y 保育者
◦ おかゆをのせたスプーンを口に運ぶ。
◦ スプーンが近づくと顔を右側に向けた後，スプー
ンに顔を向けながら口を開け，おかゆを取り込む。
◦ 口に入る瞬間「あーむ」と言いながら大きく口を開く。
◦ 咀嚼している間，視線は保育者の斜め後方。 ◦ D 児を見つめ，咀嚼様の口の動きをする（7 秒間）。
◦ 口をしっかり閉じ，飲み込んでいる様子。 ◦ (a)D 児が飲み込むのを確認し，「うん」と頷くと口の動
きを止め，おかずをスプーンで集める。スプーンを皿か
ら上げ，D 児の方を見て，再び咀嚼様の口の動きをする
（3 秒間）。
◦ 飲み込むと視線を Y 保育者に向ける。 ◦ (b)D 児と目を合わせ，頷いてからスプーンを口に運ぶ。
◦ スプーンが近づくと顔を左側に向けるが，口元
にスプーンがくると口を開けて取り込む。
◦ D 児が取り込む瞬間に口を大きく開け「あーむ」と言っ
てスプーンを引き抜く。
◦ 取り込んだ後，保育者側に顔を向けるが，すぐ
に右側に視線を向ける。
◦ (c)D 児を見つめながら咀嚼様の口の動きを始め，D 児が
目を反らすと視線を皿に向ける。左手で皿を持ち，右手
のスプーンでおかずを集めながら口を動かしており，そ
の後「モグモグモグモグ」と言う（この間の口の動きは
4 秒間）。
 場面例⑤： 28 秒間（食事開始後 7'03''～7'31''）
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に運び，D 児が口を開けるタイミングで開口〈同時的開口〉した後に，D 児を見つめながら咀嚼様
の口の動きをしている〈共時的咀嚼〉。D 児が視線を右側に移し，Y 保育者も視線を皿に移した後も
口を動かしている（下線部（c））。互いに相手の口の動きを見つめているわけではないが，何も食べて
いない Y 保育者は口を動かしている状態であることから，Y 保育者はただ「共に」口を動かし，D
児と「共に」咀嚼の状態を経験している状態である。励ますわけでも評価するでもなく D 児と「共
にあること」である。その後，Y 保育者は「モグモグモグモグ」と言い〈口の動きの促し〉，D 児に
口を動かすことを伝えている。この時には，Y 保育者は D 児と「共にあること」から，D 児の行動
を推し進める役割を担っており，D 児の状況を感じとりながら，援助行為の調整を行っていた。
【場面例⑤の小考察】
この場面の中で，Y 保育者は援助者として D 児の状態を細やかに感じ取り，そのタイミングを見
計らい，援助行為を調整していることが読み取れた。また，共時的な口の動きをすることで，D 児に
「こうあってほしい」という保育者の意図を伝えつつ，「D 児の状態」を自分の身体をもって経験し，
共に感じようとしていたのではないだろうか。それが，この場面では咀嚼という外面からは見えにく
いプロセスを捉えやすくし，口の動きに着目することや，タイミングを見計らった援助につながって
いたようである。また，「頷く」「微笑む」などの非言語的なサインをもって理解や共感を示していた
ことも特徴であった。
Y 保育者の援助は，発話が少なく一見かかわりが少ないように見えるが，分析からは，口の動き
の観察をした上でのスプーンの運び，身体的な同期などが見て取れ，D 児の「食べものを口にする」
ことと「食べている状態」を共に感じようとした上での援助であることが分かる。D 児の状態を細か
に読み取り，身体的な動きをもって，その状態を調整しようとしていることが特徴的であった。
4．総合考察
4.1　子どもの思いと保育者の願いを調整すること
4 組の〈子ども-保育者〉計 8 回のやりとりの中で，2 名の保育者は様々な面から二者間の調整を行
っていることが読み取れた。
言語的調整では，2名の保育者ともにencouragementに分類される〈食べ物の提示〉〈行動の提案〉
〈口の動きの促し〉を子どもに伝えることにより，食べ物を口にし，咀嚼しようとする意欲を引き出
していた。〈食べ物の提示〉〈行動の提案〉からは，何をどう食べるのか，決して一方的にではなく子
どもに丁寧に伝えながら援助をしようとする姿勢が読み取れた。また，〈口の動きの促し〉は両保育
者ともに高頻度で出現しており，子どもの口の動きを意識して援助をしていることが分かった。
2 名の保育者の言語的調整には異なる特性もみられた。X 保育者は，〈意味づけ〉〈賞賛〉といった
evaluation に分類される言語的調整が多くみられ，食べる行為に対し価値づけをすることで「食べ
る」ことを促していることが読み取れた。場面例では，食べ物を取り込むのと同時または直後にこれ
らの言葉が発せられることが多くみられたが，これは食べものを口にし，咀嚼し，味わい，飲み込む
一連の「食べる」行為の中でも，「食べ物を口にする」ことに重きを置いての価値づけなのではない
かと考える。一方，Y 保育者では evaluation に分類される言語的調整は，X 保育者ほど多くはみら
れなかった。場面例では〈意味づけ〉が 2 回みられたが，これらは口の動きが止まった時あるいは咀
嚼途中に視線が合った時に「おいしいね」と発言したものであった。これらは咀嚼し味わっている状
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態への「おいしい」であると考える。保育者それぞれの evaluation のあり方からは，何に着目して
子どもを理解し，どこに重きを置いて保育者からのメッセージを伝えようとしているのか，それぞれ
のあり方があるように感じられた。
また，〈確認（intention）〉は X 保育者に多くみられた。具体例からは，X 保育者は「食べる」「食
べない」を言葉で尋ねることにより，子どもの意図を確認し，援助行為の調整をしようとしていた。
しかし，対象児の月齢では質問に対し，自分の意図や状態を言葉で示すことは難しい。保育者は子ど
もの姿から問いへの答えを読み取り，子どもの心の声を代弁することになろう。しかしながら，子ど
もに問いかけ，子どもの状態を代弁し，共感を言葉で表しながらも，保育者の願いを推し進めようと
する場面もみられた。二者間を調整しようとする中で，子どもに共感しようとする働きと，保育者と
して子どもにあってほしい姿を実現しなければという働きとが同時に起こる中，言葉と行動とが別個
の方向性で現れるような場面である。食べ物を「口にする」ことが目標となり，言語的調整はその結
果を目指すための手段となっているようにも感じられた。
一方，Y 保育者では〈共時的咀嚼〉が多くみられた。これは子どもと同じ動きを自らの身体をも
って行うことで，「食べる」プロセスそのものを共時的に経験するものである。「口にするか否か」と
いった結果を「点」として焦点化した援助に対し，「食べる」プロセスそのものに共に参加すること
による時系列の「線」に重きを置いた援助であると考える。宇田川（2005）は他者理解の様式として，
他者の立場を自分に置き換え，そこから他者を理解するようなあり方と，他者と立場を同等にして，
共に身体で反応して同感覚のもと他者を理解していくあり方とを挙げている。共時的咀嚼は後者のよ
うに，自己の身体を通して共に同じ動きをすることで共時的に「他者であること」を体感するととも
に，他者の身体で起こっていることを継時的にも理解することにつながるものと考える。Y 保育者は，
子どもの口の動きを確認することが多くみられ，ほどよいタイミングでの援助を行っていたが，自ら
も子どもの動きを体感することにより，子どもの「食べる」プロセスを感じとりやすかったのでない
かと推察する。こうした点は 2 秒以下の口の動きとしてカウントした誘起的咀嚼とは異なる。誘起的
咀嚼では，口の動きを視覚的に示すことは可能だが，保育者自身が咀嚼をして「味わうこと」を自ら
の身体をもって疑似的にイメージするまでには時間としては短いからである。また，共時的咀嚼は，
共時的に体感することによる子ども理解という側面と共に，保育者の願いの伝達という意味合いも併
せ持つ。子どもの咀嚼行為を保育者の身体をもって共に表現するが，そこには保育者の身体という，
子どもとは別個の媒体がある。保育者の身体をもって表現される咀嚼には，保育者がそれまでの経験
で獲得してきた「咀嚼」の様式が反映される。子どもの姿と同期しながらも，そこには無意図的ある
いは意図的に保育者のありようが表れ出ることになろう。子どもの「今」を自らの身体をもって感じ
ながらも，そこには自身が映し出されている状態である。ここに言語的調整と身体的調整の差異があ
ると考える。
Y 保育者が共時的咀嚼をする際には，口を動かしながら笑顔や頷きの表出がみられた。子どもの
プロセスを共時的に体感しながらも，笑顔や頷きによって子どもの姿を共感し受容する保育者として
の自己が同時にあることを垣間見る場面であり，子どもという他者に自己を重ねながら，同時に保育
者としてのまなざしがあると言えよう。それは，「私」と「あなた」という切り離されたあり方では
ない。子どもの「今」を自らの身体をもって感じているからこそ，表面的な共感にとどまらず，そこ
にある子どもの姿を受け止めることができるのではないだろうか。
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4.2　保育者が異なる主体である子どもを共感的に理解すること
場面例から，Y 保育者は子どもが視線を他に向けても，自分のほうを見るよう強制するわけでは
なく，子どもが保育者を見つめ，共に咀嚼するのを待つ姿がみられ，子どもに保育者からのメッセー
ジを発しながらもそれを受け取るかどうかは子どもの主体性に委ねていた。X 保育者は，食べ物を
「口にすること」を推し進める方向性が強く感じられる場面もあったが，食事場面全体からは子ども
の思いを尊重する姿勢が根底にあることが感じられた。子どもを主体として尊重する姿は双方に共通
したものであるが，そこに保育者の願いをどう重ねるかそのバランスの度合とそれを援助として表出
する方法は異なるものであった。鯨岡（1997）は，養育的関わりは，おのれを相手に重ね合わせて，
相手を生きようとする様態である「成り込み」の一面と，養育する人の意図する方向に子どもを巻き
込むといった「巻き込み」の一面とがあることを指摘しているが，子どもを主体として尊重しようと
する姿勢は等しくもっていても，その巻き込みのパターンや度合，成り込みと巻き込みのバランスは，
〈子ども-保育者〉ペアや，その状況によって多種多様であるだろう。しかし，子どもの思いを尊重す
るといえども，「食べたくない」という思いをそのまま受け入れ，殆ど食べずに食事を終えることは，
保育者の立場としては難しいだろう。食事は生命の保持には最低限必要なことである。子どもの気持
ちを受け入れることと，保育者として「食べさせなければならない」こととの葛藤は，この時期の食
事援助の難しさである。X 保育者はそのような葛藤を園内研修の場面で次のように吐露している。
「座って（座ると）泣いて泣いてしょうがなくて，ミルクを欲しがったり，抱っこしてほしくて泣いたりす
ることがあって。A ちゃん，体重増加のことで，乳幼児健診の時に保健師さんに言われて，体重との兼ね
合いも気になっているので，食べてくれるんだったらその方がいいかなって思ったりして。1 歳過ぎたとこ
ろで，このままずっとってわけじゃないだろうし」
この言葉からは，子どもの体重の増えが悪いと指摘された背景が見え，もっと食べてほしいという
願い，ずっと抱っこになってしまうのではないかという不安が読み取れる。そのためか，子どもの欲
求が何であるかを見つめるよりも「食べるかどうか」に重きを置き，どうしたら「食べてくれるか」
が悩みの焦点となっているように感じられる。こうした背景や不安は，保育者として「発達を促す方
向に推し進めなければ」という責任感を強め，子どもへの援助における焦燥感につながることは容易
に想像ができる。鯨岡（1990）は，子どもに関与する大人は，社会・文化的存在として自己形成がな
されており，自らの主体性の中心に共同主観性を宿していることを指摘し，その常識的な価値の枠組
から自由になれて，「自分の視点から見る」から「子どもになり込む」ことへの転回が可能になると
述べている。保育者としての共同主観によって枠づけられたものを無意識あるいは意識下にもってお
り，食事場面であれば「残さずに食べる」「意欲的に自分で食べようとする」「楽しく食べる」等，食
事での望ましい子どもの姿を抱いているだろう。保育者としての思いは勿論あるべきだが，「食べさ
せなければ」という思いが強すぎれば，脱自的に子どもに成り込むことは難しいものとなろう。他者
理解の多くの場合では，自己の経験を用いて，子どもに自分を置き換えて状態を理解するプロセスを
たどると考えるが，そこには自己のあり方が強く影響を及ぼすということは意識しておくべきだろう。
同時に，子ども-保育者を取り巻く背景や保育環境，園の保育のあり方など様々なものが影響し，時
には子どもの姿を見えにくくすることも忘れてはならない。様々な課題を孕む中であっても，保育者
は自らとは別個の存在である子どもを共感的に理解することが援助の根幹となることは言うまでもな
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い。そうした理解の一助として，自らの身体をもって共時的に他者の状態を経験しようとすることは
子どもに寄り添う契機となり，「私」と「あなた」を分かち合う可能性をもたらすのではないだろうか。
5．要約と課題
本研究では，完全援助から自食への移行期にある乳児と保育者の食事場面でのやりとりを，言語的
調整・身体的調整の 2 つの視点から分析した。2 名の保育者はともに，状況を汲み取り，共感を示し
ながら，食べることを誘いかけ励ましながら援助を行っていた。しかし，食べるか否かといった結果
に焦点を当てた援助と，食べるプロセスに焦点を当てた援助といった援助特性がそれぞれにみられ，
後者では，子どもの動きを自らの身体で共時的に経験することにより，タイミングを見計らった援助
につながることが推察された。今回の報告では 4 組の〈子ども-保育者〉について 2 回ずつの分析に
とどまり，特性を描き出すには不十分だと言わざるをえない。子どもの行動や表情による表出，〈子
ども-保育者〉をめぐる相互作用の観点からの分析が必要であるとともに，今後より多くの食事場面
の分析を重ねる必要がある。さらに，〈子ども-保育者〉を取り巻く環境，その根底にある共同主観等，
場を多層的・多角的に捉えるべきだろう。本論では試論的な考察にとどまったと言わざるをえないが，
ここでの課題を踏まえ，よりよい食事援助について今後も検討していきたい。
引用文献
遠藤純子・小野友紀・池谷真梨子（2018）「乳児保育」における食事援助の学びについての検討―Eating-Feed-
ing 相互模擬演習を体験した学生の気づきから―．学苑 932，17-27．
石黒広昭（2003）乳児の食介助場面の相互行為的分析―社会的出来事としての食事―．北海道大学大学院教育学
研究科紀要 91，25-46．
厚生労働省（2018）保育所保育指針解説．フレーベル館．
鯨岡峻（1990）コミュニケーションの成立過程における大人の役割―乳児-母親および障害児-関与者のあいだに
みられる原初的コミュニケーション関係の構造―．島根大学教育学部紀要（人文・社会科学）24（1），47-60．
鯨岡峻（1997）原初的コミュニケーションの諸相．ミネルヴァ書房．
根津明子（2010）乳児において文化としての「食べる」行為はいかにして成立するか―離乳食援助場面を通して
―．教育方法学研究 35，47-57．
冨田久枝・中上日登美（2018）保育所 1 歳児クラスの給食場面における子どもと保育者の相互交渉―食べ物の差
し出し方に着目して―．千葉大学教育学部研究紀要 66（2），107-112．
外山紀子（2013）離乳食場面における乳児と母親の相互調整： 視線を手がかりとした分析．人工知能学会全国大
会論文集 27，1-4．
宇田川久美子（2005）自閉傾向のある子どもとのコミュニケーション的場を広げる―‘真似ること’ の役割とその
意義―．保育学研究 43（1），27-38．
謝　　辞
　本研究に際し，撮影を温かく受け入れてくださいました Z 保育所の皆様に深く感謝申し上げます。
付　　記
　本研究は JSPS 科研費 17K01914 の助成を受けたものです。
 （えんどう　じゅんこ　　初等教育学科）　　　　　　　　　　
 （おの　ゆき　　武蔵野短期大学幼児教育学科）　　　　　　　
 （いけや　まりこ　　和洋女子大学家政福祉学部家政福祉学科）
